
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［設問］ 

次の文章を読んで、「やさしいうそ」について、あなたの考えを 600字以内で述べなさい。 

 

 

「お父さんはちょっと遠いところで仕事をすることになったから、お母さんと元気に過ごしてね」。父

親は 2歳の息子に話しかけた。まだ幼かった男の子は覚えていないが、母親のスマホに録画されてい

た。 

後に動画を見た男の子の心に、その言葉は響いた。実はうそだったから。白血病だと分かった父親

が、入院した当日に息子に残した言葉だった。1週間後、父親は帰らぬ人に－。 

日本語検定委員会が昨年募集した第 12回日本語大賞で最優秀賞を受賞した茨城県古河市の小学生、

佐藤亘紀（こうき）君（7）の作品「おとうさんにもらったやさしいうそ」から。＜おとうさんは、あ

えないあいだにぼくがかなしまないように、わざとうそをつきました＞。 

亘紀君は亡き父に伝えたいことがある。＜おとうさん、うそがばれてるよ！ だってまわりにびょ

ういんのどうぐがあるし、おとうさんがよこになっているし、めからなみだがちょっとだけでている

し、こえがさびしそうだから＞。 

でも、亘紀君はだまされたふりを続けようと思っている。＜おとうさんがやさしいうそをついてく

れたおかげで、ぼくのこころはつよくなれています。これからもおとうさんのことばをまもっておか

あさんとげんきにすごしたいです。おとうさん、やさしいうそをありがとう＞。 

（中 略） 

大切な人を悲しませず、心を強くしてくれる。そんなやさしい「うそ」もある。 

  

【西日本新聞 me 2021年 4月 1日 『おとうさん、やさしいうそをありがとう』より抜粋、改変】 

 


